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令
和
４
年
定
例
会
で
、
資
材

や
建
設
コ
ス
ト
の
高
騰
に
か
か
わ

ら
ず
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

の
費
用
を
差
し
引
い
た
残
額
に
対

し
、
町
が
５
分
の
３
、
上
限
５
０

０
０
万
円
の
補
助
を
行
う
と
答
弁

を
受
け
た
。
兼
本
ハ
イ
ツ
建
設
補

助
方
針
に
変
更
は
な
い
か
問
う
。

補
助
の
方
針
に
変
更
は

な
い
。実

際
の
建
築
費
が
当
初
計
画

を
上
回
る
見
込
み
だ
が
、
町
と
し

て
追
加
支
援
や
補
塡
を
検
討
す
る

か
問
う
。当

事
案
は
、
当
初
設
計
の

変
更
で
は
な
く
、
建
築
資
材
や
人

件
費
高
騰
に
よ
る
と
考
え
る
、
補

助
額
の
変
更
が
可
能
か
検
討
す
る
。

不
登
校
児
童
を
問
う

昨
年
度
の
不
登
校
の
人
数
及

び
全
体
児
童
に
占
め
る
割
合
を
問

う
。

町
立
小
中
学
校
に
お
け

る
30
日
以
上
欠
席
し
た
児
童
生
徒

の
人
数
及
び
割
合
は
、
小
学
校
全

体
で
１
０
５
名
、
3.1
％
、
中
学
校

全
体
で
１
１
５
名
、
7.7
％
と
な
っ

て
い
る
。

公
共
施
設
の
柔
軟
な
利
用
基

準
の
見
直
し
に
つ
い
て
問
う
。

公
共
施
設
の
利
用
基
準
に

つ
い
て
は
、
各
施
設
の
管
理
運
営
規

則
な
ど
に
よ
り
定
め
ら
れ
て
い
る
。

社
会
の
変
化
や
状
況
に
照
ら
し
合
わ

せ
必
要
に
応
じ
て
検
討
す
る
。

部
活
動
指
導
員
を
問
う

部
活
動
指
導
員
の
人
数
と
推

移
を
問
う
。令和

３
年
度
４
名
、
令

和
４
年
度
４
名
、
令
和
５
年
度
32

名
、
令
和
６
年
度
14
名
、
今
年
度

は
16
名
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。

指
導
員
の
雇
用
形
態
と
勤
務

条
件
を
問
う
。

雇
用
形
態
は
規
則
に
定

め
ら
れ
て
お
り
、
会
計
年
度
任
用

職
員
と
し
て
雇
用
し
、
勤
務
時
間

は
週
５
日
以
内
か
つ
月
40
時
間
以

内
で
あ
る
。
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兼
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町
道
16
号
道
幅
拡
張
計
画

の
進
捗
は

計
画
の
現
状
に
つ
い
て
問

う
。

令
和
６
年
度
に
実
施
設

計
を
完
了
し
、
今
年
度
か
ら
次
年

度
で
工
事
を
行
う
計
画
で
あ
る
。

事
業
の
優
先
順
位
と
進
め
方

を
問
う
。道

路
新
設
・
改
良
事
業

の
目
的
は
、
交
通
の
円
滑
化
、
渋

滞
対
策
、
歩
行
者
の
安
全
確
保
で

あ
る
、
総
合
的
に
考
慮
し
て
優
先

順
位
を
定
め
て
い
る
。

情
報
開
示
は
ど
う
行
っ
て
い

る
の
か
。ハ

イ
さ
い
よ
ー
さ
ん
等

を
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
開
し
情

報
提
供
を
行
っ
て
い
る
。

問問

大宜見 洋文  議員

小中学生の通学時の
課題解決策は
答　てくてく登校を推進していく

集
団
登
校
を
復
活
さ
せ
る
時

期
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

集
団
登
校
に
つ
い
て
は
、

現
在
検
討
し
て
い
な
い
。

集
団
登
校
復
活
を
テ
ー
マ
に

Ｐ
Ｔ
Ａ
・
老
人
会
、
女
性
会
、
青

年
会
の
皆
さ
ん
を
一
堂
に
会
し
て

熟
議
の
場
が
持
て
な
い
か
。

集
団
登
校
復
活
を
テ
ー

マ
と
し
た
会
議
は
、
現
在
検
討
し

て
い
な
い
。

議
会
報
告
会
の
意
見
交
換
の

際
に
、
朝
の
登
校
時
の
公
民
館
前

の
自
家
用
車
の
混
雑
に
対
し
て
、

自
治
会
長
、Ｊ
Ａ
の
管
理
職
の

方
々
か
ら
敷
地
内
で
の
事
故
の
不

安
も
あ
り
、
対
策
は
な
い
か
と
い

う
切
実
な
訴
え
が
あ
っ
た
。
学
校

の
所
在
の
地
域
住
民
か
ら
も
苦
情

が
多
い
。
学
校
側
も
自
家
用
車
で

の
登
校
に
対
応
に
苦
労
し
て
い

る
。
一
方
で
保
護
者
の
皆
さ
ん
も

子
ど
も
１
人
で
歩
か
せ
る
の
は
と

て
も
危
険
、ス
ト
レ
ス
が
た
ま
る
、

全
て
が
悪
循
環
に
感
じ
る
。
議
会

報
告
会
の
意
見
交
換
も
議
論
が
進

ん
で
い
た
。
昔
は
集
団
登
校
と
い

う
、
子
ど
も
た
ち
を
一
緒
に
登
校

さ
せ
る
文
化
、
そ
う
い
う
時
期
が

あ
っ
た
。
議
論
を
す
る
場
が
必
要

で
は
な
い
か
。

各
学
校
で
、
通
学
時
の

車
の
送
迎
の
問
題
が
あ
る
こ
と

は
、
認
識
し
て
い
る
。
対
策
と
し

て
、車
で
送
迎
し
て
降
り
る
場
所
、

ど
こ
か
に
指
定
す
る
と
か
の
検
討

の
余
地
は
あ
る
が
、
根
本
的
な
解

決
は
、
徒
歩
登
校
と
考
え
る
。
教

育
委
員
会
と
し
て
は
、
各
学
校
を

通
し
保
護
者
に
車
送
迎
の
路
上
駐

車
に
対
す
る
渋
滞
問
題
が
出
て
い

る
こ
と
を
再
度
周
知
す
る
と
と
も

に
、
て
く
て
く
登
校
の
目
的
も
伝

え
な
が
ら
、
通
学
時
の
課
題
解
消

に
努
め
る
。

集
団
登
校
で
、
子
ど
も
た
ち

に
も
万
歩
計
を
持
た
せ
て
、
ど
れ

だ
け
歩
け
た
よ
と
い
う
こ
と
で
何

か
も
ら
え
る
と
か
、
イ
ン
セ
ン
テ

ィ
ブ
が
与
え
ら
れ
る
よ
う
な
、
ゲ

ー
ム
感
覚
で
登
校
で
き
る
よ
う

な
、
歩
く
の
が
楽
し
く
な
る
よ
う

な
仕
組
み
づ
く
り
、
ほ
か
に
も
い

ろ
ん
な
意
見
を
持
っ
て
い
る
人
た

ち
が
い
る
。
熟
議
す
る
、
議
論
を

す
る
場
が
必
要
で
は
な
い
か
な
と

改
め
て
思
う
が
、
ど
う
か
。

必
要
が
あ
れ
ば
学
校
運

営
協
議
会
で
、
議
論
さ
れ
る
と
考

え
る
。

ー

こ
ん
な
質
問
も
し
ま
し
た

・
待
機
学
童
数
は

・
公
共
施
設
利
用
の
際
の
減
免
要

綱
に
つ
い
て

・
「
生
涯
活
躍
の
ま
ち
」
と
は

・
本
町
の
防
災
対
策
に
つ
い
て

・
運
用
シ
ス
テ
ム
変
更
し
た
ｍ
ｏ

ｂ
ｉ
に
つ
い
て

問問問
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教
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徒歩登校の推進
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